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夢は幸せになるための道しるべ 
校長 石田 賢一   

  

 

 

 
 

  

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。本年も東中学校をどうぞよろしくお願いいたします。ま

た、令和７年が東中学校の子供達やそのご家族、地域の皆様にとって素晴らしい年となりますこと

を心より祈っております。 

令和６年は、元日の能登半島地震やお盆前の南海トラフ地震臨時情報、夏の異常な猛暑など災害

や気候変動を身近に感じる一年でした。令和７年は大きな自然災害がなく、穏やかな一年になって

くれればと考えております。 

 

さて、昨年の７月に発行された新一万円札に肖像画として採用された渋沢栄一を皆さんはご存知

でしょうか。令和３年の大河ドラマ「青天を衝け」の主人公でもありました。 

渋沢栄一は塙保己一、荻野吟子と並ぶ埼玉の三大偉人として有名で、出身の深谷市では特産品の

深谷ネギ、マスコットのふっかちゃんと共に道の駅などで多くのグッズ・お土産品が販売されてい

ます。 

では、渋沢栄一とはどのような人物だったのでしょうか。渋沢栄一は 1840年に現在の埼玉県深谷

市血洗島に生まれました。28 歳のときにフランスに行き、日本とフランスの違いに驚きました。日

本に帰国後は、新しい日本を作るためにいろいろな仕事をしました。1873 年には日本最初の銀行を

立ち上げ、その後 500もの会社を作り、日本資本主義の父と呼ばれています。 

今回のタイトル「夢は幸せになるための道しるべ」は、渋沢栄一が残した『夢七訓』を基に付け

ました。「一年の計は元旦にあり」と言いますが、これは「今年の夢や抱負を元旦に決めると、今

年一年も素晴らしい一年になりますよ。」という先人の教えです。渋沢栄一は、豊かな人生を送る

ためには夢が必要だと考えており、その説明として『夢七訓』を残しています。 

 

『夢なき者は理想なし。理想なき者は信念なし。信念なき者は計画なし。計画なき者は実行なし。

実行なき者は成果なし。成果なき者は幸福なし。ゆえに幸福を求むる者は夢なかるべからず。』 

                  ↓ 

『【現代語訳】夢がない人は理想もない。理想がない人は信念もない。信念がない人は計画を立て

ない。計画がない人は行動しない。行動しない人は成果を得られない。成果を得られない人は幸せ

になれない。だから幸せを求めるなら夢が絶対に必要だ』 

 渋沢栄一が、伝えたかったのは「夢は幸せになるための道しるべ」ということだと思います。 

 東中学校では、様々な教育活動を通して生徒が自分の「夢」について自信を持って話すことがで

きるようにしてまいりたいと考えています。自分の「夢」を語ることができる生徒の育成のために

は、家庭と地域の皆様の力が必要不可欠です。ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標    【 志を持って学ぶ たくましい 心と体の東中生 】 

  東 中 だ よ り 第９号 

令和７年１月８日 

上尾市立東中学校 

校 長  石田 賢一 

上尾市大字上尾村４７９ 

ＴＥＬ ０４８－７７５－６５６６ 

ＦＡＸ ０４８－７７５－１１６５ 

※１月８日現在の予定です。やむを得ず変更になる場合もあります。ご了承ください。 


